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タ
イ
ト
ル 

『

汐

製

菓

会

社

の
新

作

5
2

 

今

川

焼

2

』 

 

登
場
人
物 

•
 

汐

（
し
お
）
：3

0

代

、
汐

製

菓

会

社

社

長

。

「

面

白

き
こ
と
も
無

き
世

を
面

白

く
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
斬

新

す
ぎ
る
お
菓

子

ア
イ
デ
ィ
ア
を

次

々
に
考

案

す
る
。
飄

々
と
し
た
性

格

で
、

物

事

を
前

向

き
に
捉

え
る
天

才

。 

•
 

塩

田

（
し
お
だ
）
：3

0

代

、
汐

の
秘

書

。
真

面

目

で
心

配

性

な
性

格

。
い
つ
も
汐

の
突

飛

な

発

想

に
振

り
回

さ
れ
る
が
、
実

は
無

類

の
お

菓

子

好

き
で
、
製

菓

会

社

で
働

く
こ
と
に
憧

れ
て
い
た
。 

•
 

外

国

人

バ
イ
ヤ
ー
た
ち
： 

o
 

ジ
ョ
ン
（
ア
メ
リ
カ
）
：
ビ
ジ
ネ
ス
に
厳

し

い
が
、
珍

し
い
も
の
に
目

が
な
い
ア
メ
リ

カ
人

バ
イ
ヤ
ー
。 
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o
 

マ
リ
ア
（
イ
タ
リ
ア
）
：
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
に

強

い
こ
だ
わ
り
を
持

つ
、
厳

し
い
目

を

持

つ
イ
タ
リ
ア
人

女

性

バ
イ
ヤ
ー
。 

o
 

リ
ー
（
中

国

）
：
伝

統

と
新

し
い
ア
イ
デ

ィ
ア
に
興

味

が
あ
る
中

国

人

バ
イ
ヤ

ー
。 

o
 

エ
リ
ッ
ク
（
ド
イ
ツ
）
：
保

守

的

な
食

の

好

み
を
持

つ
ド
イ
ツ
人

バ
イ
ヤ
ー
。 

o
 

ア
ナ
（
ス
ペ
イ
ン
）
：
陽

気

で
オ
ー
プ
ン
マ

イ
ン
ド
な
ス
ペ
イ
ン
人

バ
イ
ヤ
ー
。 

 

シ
ー
ン1

：
汐
の
奇
妙
な
発
想
（10

分
） 

舞

台

：
汐

製

菓

会

社

の
オ
フ
ィ
ス
。
机

の
上

に
書

類

が
散

ら
ば
り
、
塩

田

が
パ
ソ
コ
ン
で
作

業

を
し
て
い

る
。
汐

は
窓

の
外

を
見

つ
め
て
何

か
を
考

え
込

ん
で

い
る
。 
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汐

：
（
突

然

、
明

る
い
声

で
） 

「

塩

田

！

つ
い
に
来

た
ぞ
、
我

が
革

命

的

ア
イ
デ
ィ

ア
が
！

」 

塩

田

：
（
作

業

の
手

を
止

め
、
振

り
向

い
て
） 

「

嫌

な
予

感

し
か
し
ま
せ
ん…

…

今

度

は
何

で
す

か
？

」 

汐

：
（
自

信

満

々
に
） 

「

次

の
新

作

、
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
味

の
今

川

焼

だ
！

」 

塩

田

：
（
驚

き
な
が
ら
） 

「

え…
…

カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
？

そ
れ
、
普

通

は
パ
ス
タ
で

す
よ
ね
？

ま
さ
か
、
そ
れ
を
今

川

焼

に…
…

」 

汐

：
（
得

意

げ
に
） 

「

そ
う
だ
！

和

と
洋

の
夢

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

こ
れ
が
新

し
い
時

代

の
お
菓

子

な
ん
だ
よ
！

」 

塩

田

：
（
た
め
息

を
つ
い
て
） 

「

和

と
洋…

…

っ
て
、
今

川

焼

は
甘

い
お
菓

子

で
す
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よ
ね
？

カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
は
塩

っ
ぽ
い
。
相

性

悪

い
に
決

ま
っ
て
ま
す
よ
。
」 

汐

：
（
ニ
ヤ
リ
と
し
な
が
ら
） 

「

そ
ん
な
固

定

観

念

を
ぶ
ち
破

る
の
が
、
我

々
の
使

命

だ
よ
！

さ
あ
、
早

速

試

作

品

を
作

ろ
う
！

」 

塩

田

： 

「

（
苦

笑

い
し
な
が
ら
）
ど
う
せ
止

め
て
も
無

駄

な
ん

で
す
よ
ね…

…

。
」 

塩

田

は
た
め
息

を
つ
き
な
が
ら
机

の
上

の
資

料

を
ま

と
め
、
試

作

品

作

り
の
準

備

に
か
か
る
。
こ
こ
で
、
汐

の
明

る
く
前

向

き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
、
塩

田

の
振

り
回

さ
れ
る
様

子

が
コ
ミ
カ
ル
に
描

か
れ
、
二

人

の

掛

け
合

い
で
テ
ン
ポ
を
作

る
。 

 

シ
ー
ン2

：
試
作
品
の
開
発
（15

分
） 
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舞

台

：
汐

製

菓

の
工

場

。
大

き
な
機

械

が
並

び
、
職

人

た
ち
が
働

い
て
い
る
。
汐

と
塩

田

が
工

場

内

に
入

っ
て
く
る
。
汐

は
威

勢

よ
く
指

示

を
出

し
て
い
る
。 

汐

： 

「

さ
あ
、
み
ん
な
！

今

日

は
画

期

的

な
日

だ
。
我

々

は
新

し
い
歴

史

を
作

る
！

カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
味

の
今

川

焼

だ
ぞ
！

」 

職

人

A

：
（
戸

惑

い
な
が
ら
） 

「

カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ…

…

味

の
今

川

焼

？

そ
れ
、
ち
ょ
っ

と
変

わ
り
す
ぎ
じ
ゃ…

…

？

」 

汐

： 

「

変

わ
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
面

白

い
ん
だ
！

伝

統

に

新

し
い
風

を
吹

き
込

む
ん
だ
よ
。
」 

塩

田

：
（
頭

を
抱

え
な
が
ら
） 

「

汐

社

長

、
ど
う
せ
ま
た…

…

や
っ
ぱ
り
こ
う
な
る
ん

で
す
ね
。
」 
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汐

： 
「

ま
ず
は
た
っ
ぷ
り
ク
リ
ー
ミ
ー
な
ソ
ー
ス
を
中

に
詰

め
込

む
ん
だ
！

味

が
濃

け
れ
ば
濃

い
ほ
ど
、
イ
ン
パ

ク
ト
が
出

る
！

」 

職

人

B

：
（
心

配

そ
う
に
） 

「

社

長

、
こ
れ
、
は
み
出

し
そ
う
で
す
よ…

…

」 

汐

： 

「

そ
れ
が
い
い
ん
だ
！

は
み
出

す
く
ら
い
の
情

熱

を

込

め
て
こ
そ
、
真

の
革

新

が
生

ま
れ
る
ん
だ
！

」 

（
大

き
な
湯

気

と
と
も
に
、
試

作

品

が
完

成

。
塩

田

が
恐

る
恐

る
試

作

品

を
手

に
取

り
、
か
じ
ろ
う
と
す

る
が
、
そ
の
前

に
ソ
ー
ス
が
こ
ぼ
れ
落

ち
る
。
） 

塩

田

：
（
苦

笑

い
し
な
が
ら
） 

「

も
う
何

が
何

だ
か…

…

食

べ
る
前

に
ソ
ー
ス
が
飛

び
散

っ
ち
ゃ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
」 
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汐

：
（
満

面

の
笑

み
で
） 

「

そ
れ
が
新

し
い
食

べ
方

だ
よ
！

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ

な
体

験

だ
！

」 

こ
こ
で
は
、
機

械

が
動

く
音

や
ク
リ
ー
ム
が
は
み
出

す

ギ
ャ
グ
を
視

覚

的

に
強

調

。
塩

田

が
困

惑

し
な
が
ら

も
試

作

品

に
挑

戦

し
、
汐

の
無

茶

な
指

示

に
職

人

た
ち
が
戸

惑

う
様

子

が
笑

い
を
誘

う
。 

 

シ
ー
ン3

：
試
食
会
の
混
乱
（15
分
） 

舞

台

：
試

食

会

の
部

屋

。
テ
ー
ブ
ル
に
は
カ
ル
ボ
ナ
ー

ラ
味

の
今

川

焼

が
ず
ら
り
と
並

ん
で
い
る
。
従

業

員

た
ち
が
座

り
、
汐

と
塩

田

が
前

に
立

っ
て
い
る
。
塩

田

が
司

会

を
務

め
る
。 

塩

田

： 

「

皆

さ
ん
、
こ
ち
ら
が
新

作

の
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
味

今

川

焼

で
す
。
ど
う
ぞ
お
召

し
上

が
り
く
だ
さ
い
。
」 
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従

業

員

1

：
（
恐

る
恐

る
手

に
取

っ
て
） 

「

え
っ
と…

…

パ
ス
タ
の
味

が
す
る
お
菓

子

っ
て…

…
な
ん
だ
こ
れ
？

」 

従

業

員

2

：
（
一

口

食

べ
て
） 

「

甘

い
の
か
し
ょ
っ
ぱ
い
の
か
、
わ
か
ら
な
い…

…

」 

従

業

員

3

：
（
困

惑

し
た
表

情

で
） 

「

こ
れ
、
ど
っ
ち
つ
か
ず
な
感

じ
で
す
ね…

…

口

の
中

が
混

乱

し
て
る
！

」 

（
従

業

員

た
ち
は
次

々
と
奇

妙

な
表

情

を
浮

か
べ
て

い
く
。
塩

田

は
冷

や
汗

を
か
き
な
が
ら
様

子

を
見

守

る
が
、
汐

は
自

信

満

々
に
腕

を
組

ん
で
い
る
。
） 

塩

田

： 

「

や
っ
ぱ
り
、
ち
ょ
っ
と
無

理

が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
？

」 

汐

： 

「

ま
だ
だ
！

こ
の
味

は
世

界

に
通

用

す
る
ん
だ
！

次

は
国

際

食

品

博

覧

会

で
勝

負

だ
！

」 
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従

業

員

た
ち
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
強

調

し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
異

な
る
反

応

や
表

情

を
コ
ミ
カ
ル
に
演

出

す
る
こ

と
で
、
場

面

の
テ
ン
ポ
を
保

ち
な
が
ら
時

間

を
稼

ぐ
。  

シ
ー
ン4

：
国
際
食
品
博
覧
会
で
の

挑
戦
（20

分
） 

舞

台

：
国

際

食

品

博

覧

会

の
会

場

。
世

界

中

の
バ

イ
ヤ
ー
た
ち
が
集

ま
り
、
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
味

の
今

川

焼

が
テ
ー
ブ
ル
に
並

ん
で
い
る
。
汐

が
前

に
立

ち
、
熱

心

に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
。 

汐

： 

「

皆

さ
ん
、
こ
れ
が
我

々
の
新

作

で
す
！

カ
ル
ボ
ナ
ー

ラ
味

の
今

川

焼

、
ぜ
ひ
お
試

し
く
だ
さ
い
！

」 

バ
イ
ヤ
ー
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
疑

問

を
抱

え
つ
つ
、
一

口

ず
つ
食

べ
始

め
る
。 
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ジ
ョ
ン
（
ア
メ
リ
カ
）
： 

「

こ
れ
は…

…

日

本

の
伝

統

的

な
お
菓

子

と
、
イ
タ

リ
ア
の
料

理

の
融

合

？

」 

マ
リ
ア
（
イ
タ
リ
ア
）
： 

「

カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
は
イ
タ
リ
ア
の
誇

り
で
す
！

こ
の
今

川

焼

で
表

現

さ
れ
る
の
は…

…

ま
あ
、
面

白

い
挑

戦

ね
。
で
も
味

は…
…

う
ー
ん…

…
」 

リ
ー
（
中

国

）
： 

「

伝

統

に
新

し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
か…

…

で
も
、
こ
れ
は

ち
ょ
っ
と
複

雑

す
ぎ
る
。
」 

エ
リ
ッ
ク
（
ド
イ
ツ
）
： 

「

こ
れ
は
保

守

的

な
ド
イ
ツ
の
味

覚

に
は
ち
ょ
っ
と
合

わ
な
い
な…

…

」 

ア
ナ
（
ス
ペ
イ
ン
）
： 

「

陽

気

で
新

し
い
も
の
が
好

き
な
ス
ペ
イ
ン
人

に
は
、

も
し
か
し
た
ら
ウ
ケ
る
か
も
し
れ
な
い
わ
！

私

は
好

き
よ
！

」 
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塩

田

：
（
心

配

そ
う
に
） 

「

ど
う
で
す
か…

…

み
な
さ
ん
？

」 
そ
れ
ぞ
れ
の
国

の
文

化

や
味

覚

の
違

い
を
強

調

し
、

バ
イ
ヤ
ー
た
ち
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
細

か
く
描

く
。
各

国

の
バ
イ
ヤ
ー
が
独

自

の
視

点

で
製

品

を
評

価

す
る

様

子

を
笑

い
を
交

え
て
展

開

す
る
こ
と
で
、
時

間

を

延

ば
す
。 

 

シ
ー
ン5

：
次
な
る
挑
戦
へ
の
予
兆

（10

分
） 

舞

台

：
オ
フ
ィ
ス
に
戻

っ
て
き
た
汐

と
塩

田

。
汐

は
次

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
思

い
つ
い
た
様

子

で
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て

い
る
。 

汐

： 

「

フ
フ
ン
、
塩

田

。
次

の
ヒ
ッ
ト
作

も
既

に
考

え
て
い

る
よ
。
」 
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塩

田

：
（
警

戒

し
な
が
ら
） 

「

次

は
ど
ん
な…

…

お
菓

子

な
ん
で
す
か
？

」 
汐

：
（
自

信

満

々
に
） 

「

抹

茶

味

の
タ
コ
ス
だ
！

」 

塩

田

：
（
絶

句

し
て
） 

「

ま
た
ト
ン
デ
モ
商

品

が…
…

！

」 

笑

い
を
誘

う
や
り
取

り
で
幕

が
閉

じ
、
次

な
る

奇

想

天

外

な
挑

戦

が
匂

わ
さ
れ
る
形

で
作

品

が
締

め
く
く
ら
れ
る
。 

 


